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の道家的思想家の一人で、風に乗る仙人 として知 られ る人物。『列子』は、その列子が著 した
とされる書物だが、 じっさいには、その後数百年にわたって、お りお りの人が 「列子」的だと
考えた言葉や説話をそのなかに盛 り込み、現在みられるようなかたちになった。むろんこのな
















世界中の水が注ぎ込まれる帰墟の深海に、岱輿 ・員 嬌 ・方壺 ・瀛州 ・蓬莢と呼ばれる五つの
神山が浮かんでいる。これらの山には壮麗な金殿玉楼が立ち並び、美 しい珠玉の樹が群生 して
いる。住民はみな玉樹の実を食べて不老不死となった仙人であ り、空を飛び、五つの山を往来
しながら楽 しく暮らしている。つま りこの東海の神山は、先の 「終北の国」が山のユー トピア
であるのに対 して、海の彼方に設定 される理想郷、「海のユー トピア」なのである。
ただ し、東海の神山は、永遠の楽園たる終北の国と異な り、この 「海のユー トピア」東海の
理想郷にはアクシデントがおこる。すなわち先にあげた五つの神山のうち岱輿 と員嬌が流失、
沈没 して しまうのだ。
すでに明らかなように、この事故のあと、残 った三つの山、すなわち方壺 ・瀛州 ・蓬莢 こそ、
63
井波律子
不死願望にとりつかれた秦の始皇帝が大枚投 じて、方士の徐福を団長 とする大船団を派遣 し、
その所在を探索させた、かの 「東海の三神山」である。
こうしてr列 子』描 くところの山と海、二種の理想郷の うち、海の理想郷 「東海の三神山」
のほ うは、探索に費用がかか りすぎるせいか、以後の理想郷探検史において廃れて しまった。
始皇帝以後の皇帝たちは、 ミニチュアの理想郷たる豪華な庭園を造営 し、大きな池に三つの築
山を浮かぽせて三神山に見立てたのだ。漢の武帝 しか り、隋の煬帝 しか りである。自らの庭園
それ じたいを理想郷、すなわち不老不死の仙人の住む仙界に見立てようとする庭園幻想は、ず
っと時代が下 った、かの清の西太后まで受け継がれる。西太后が、巨費を投 じて修築 した離宮






死のものと化す ことに成功 し、仙人となった人々の住む 「仙境」として想定され、中国的理想
郷の主流となってゆ く。もっともこの場合も、 トポスとしての仙境に対する関心 よりも、仙境
の住人つまり仙人 となる資格を、いかにして獲得するかが、主要な関心事となるケースが多い。
たとえぽ、前漢の鬘倩(前 七九～前八)の 作 とされるr列 仙伝』には、松の実や換零 などの
植物性の仙薬を、長期間服用 した結果、肉体を不老不死のものへと純化することに成功 した、
七十余人の仙人の伝記が収められている。 これ らの仙人のなかには、むろん伝説上または歴史
上の有名人 もいるけれ ども、その大部分は、名もなき庶民の出である。彼 らの現実社会の身分
はいたって低 く、馬医者、薬売 り、鏡磨き、草履売 り、産婆などを業 とし、なかには乞食まで
いる。
修業の結果、仙人 となったこれらの人々は、永遠の若 さを保って何百年もの間、地上の世界







う仕事についていた とされる。だとすれば、この仙界は、死者を収容する冥界(冥 土)と ほと
んど区別がつかないことになる。





界 として混同されていた時期の痕跡を示す ものであろ う。
それはさておき、道家的神仙思想が大流行 した六朝時代になると、仙人になるための実践理
論を説 く葛洪著r抱 朴子』が書かれるなど、仙人修業への関心はますます高まりを見せる。r抱





た。これに対 して、約四百年後に書かれたr神 仙伝』になると、仙人のエ リー ト化 ともいうべ
き傾向がつよくなる。エ リー ト化 といっても、現世的な出身階層が高 くなった ということでは
ない。『神仙伝』に登場する仙人もまた、小役人や召使いなど、現世的な身分の低い者が多い。
もともと著者の葛洪は、「しかるべ き人でないかぎ り、高い身分や豊かな富は仙人修業の邪魔
になる」 とし、仙人になるための機会そのものは、万人に共通だ と明言 している。ただ、r神
仙伝』にとりあげられた仙人は、複雑な手続 きときびしい試練を経ては じめて、仙人になるこ













方法は、先行するr列 仙伝』 と比べ、はるかに巧妙だが、ここでもやは り仙界それ自体の位相
についての言及は、きわめて乏 しいと言わざるをえない。
このなかで注 目に値するのは、かの 「壺中天」の話だ。小役人の費長房が、薬売 りに伴われ、










充足する経験をしたとされるし、やは り唐代伝奇の 「南柯記」(李 公佐作)に おいて、主人公
の淳于芬は、庭の槐の木の穴の奥に広がる 「槐安国」(実 はアリの世界)な る国で、やは り人
生の転変をつぶさに味わったとされるのは、その顕著な例であろう。
さらにまた、「壺中天」との関連でいえば、宋代話本小説(も ともとは講釈師の語 った話)
のひとつ 「西山一窟鬼」 これは登場人物のほとんどが幽霊 という奇怪な話である は、




過 ぎないが、幽霊にとっては 「sﾟ都の地獄」になるとい うのだ。「鄂都」 とは先にあげたあの
冥界の地獄装置である。こうしてみると、壺の中の世界は、反転して理想郷の仙界 ともつなが
るし、これ とは逆に地獄 ともつながることになる。いずれにせよ、先にも少 しくふれたように、
中国の二つの異界すなわち仙界(天 国)と 地獄は文字どお り紙一重、 トポス的にみた場合、ほ
とん ど区別がつかないことになるのである。
話がわ き道にそれた。『列仙伝』の邪子の話 と 『神仙伝』に見える壷中天の共通性に話をも
どそ う。この両者 とも、人間世界との境界に設けられた装置(洞 窟や壺の口)を 通過 し、仙界





イルで作られてゆ く。その意味では、葛洪 よりほぼ九十年後に生を受けた、陶淵明(三 七六?
～四二七)が 顕 した 「桃花源記」は、まぎれもなくこうした仙界訪問譚のヴァリエーションだ
といえよう。一人の漁師が舟で谷川をさかのぼってゆ くうち、桃の花が咲き乱れる林に行き当
たる。林は川の水源で終わ り、そこに一つの山があった。山には小さな洞窟があ り、そこから
ほのかに光が射 しているように見えたので、す ぐさま舟を乗 り捨て、洞窟の口から中へ入って





この 「桃花源」の物語 こそ、『列子』の 「終北」以来、中国人の意識の深層で生き続ける、
山の彼方の理想郷への憧憬を、練 り上げられた仙界訪問譚のスタイルを応用 しつつ、みごとに
具象化したものといえよう。
以上のように、仙界 と陶淵明描 くところの桃源郷には、 トポス的な同質性がみられるが、実
は、 この二つの世界は、その時間構造においても、明らかに共通性がある。ふつ う仙界の時間
の流れは人間世界 と比べて、はるかに波長が長 くゆるやかだとされる。そ うした仙界の時間構
造を、端的にあらわす例としてあげられるのは、六朝の梁の時代に任肪(四 六〇～五〇八)に
よって編纂 された、志怪小説集r述 異記』をはじめ とする諸書に見える、「爛柯説話(腐 った
斧の話)」である。ちなみに任肪は、陶淵明よ り約百年後に生を うけている。「爛柯」の話には、
さまざまなヴァリエーションがあるが、ほぼ共通 して次のように展開される。
王質 とい う樵が道に迷い、石室山(浙 江省)の アーチ型を した洞窟の中で、棊(碁)に 興 じ
る二人の童子(仙 人)に 出会った。王質はすすめられるまま、棗の核のようなものを食べたと
ころ、空腹感はすっか り消えてしまった。そこで手にもっていた斧を地面において、 しぼらく
彼らの勝負を観戦 した。やがて、童子たちに うながされ、ふと我にかえると、傍 らの斧の柄が







その トポス(位 置)は 、かたや山かたや海 と、明確に異なってはいるけれども。
この 「爛柯説話」から見てとれるように、仙人たちの住む世界(仙 界)は 、人の一生をほん




また王質もやは り洞窟のなかで、二人の仙人に出会 った とされてお り、ここでも、明らかに
















このように、あらわれかたこそ対照的だけれ ども、その実、「爛柯説話」 と 「枕中記」およ
び 「南柯太守伝」の言わんとすることは、究極的に一致 している。すなわち、「爛柯説話」的
な仙界訪問譚が、宇宙的な リズムで運行されるマクロコスモスの時間感覚によって、人間的時
間を相対化 しようとするものだとすれば、「枕中記」は、マクロコスモスを反転 させた ミクロ













れぽ、不老不死(Immortal)と は、年老いることも死ぬこともなく、永遠の若 さを 「保持」
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しつ づ け る こ とだ。 悠 久 の 自然 、悠 久 の宇 宙 の リズ ムを体 得 し、 不 変 の生 命 を 保 った 者 の 住 む
楽 園 こそ が理 想 郷 だ とす る、 中 国 的理 想 郷 観 の根 本 に あ る のが 、 道 家 老 莊 思 想 ひ い て 道 教 で あ
る こ とで あ る こ とは、 い うまで もな い。 そ の意 味 で、 伝 統 中 国 の"IdealLand"は 、 ま さ し く
"Taoistparadaise"な の で あ る
。
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